
交換T11言官僚を使用する ときは， 11寺附を裂する上に， 全般に通報

することは!羽燥な場合が多いa このようなところに高声電話を

使mすると，能率のÞ.:í ìi主を 181 るとともに作業の合llli化ともなる。

たとえばっさ.のようなところがそれである。

てこ放所と現場の連結手， ii秀滋抄ト， !呆

11工餅等との述絡， t.'li内本部と|其I1系詰所聞

のiili絡とくにハ γ プ繰lI1 J<J9.;のハンプ作業，

継m:連動装置における l 人操縦とする場

合等。 通常の苅声電話践は， たとえば信

号扱所よ り現場従事員に対し放送連絡す

るのみであるが， 最近同ーの畿日持を使用

し現場よりも呼出し ， あるいは応答可能 2. r.; 戸電 話

のいわゆる 1. -9  . パ / !J 式の ものができたから， 今後はその

矛IJJFjfllií阻|が 11，くなるものと考えられる。(川崎徳政)

こ う せいて'んわき 高声電話機 (英) public address system 

工~~~:i竹中間誌を使用して駅その他集会所に:おける高声放送を

行う ための装置である。種類は数ワット程度の小型のものから ' 

何百ワットに至る大型のものま である。国鉄で主としてm ~ 、ら

れているものは駅ホーム， 待合室，保車場であって ， 大休 30， 50

ワ ッ トの 2 傾類がある。 N'~車場て♂は一般放送用のほか *トー

ク パッ ク mのものが用いられている。 !j'f.送室には~t~~sをmい

たi判的総の本1* と ， 出力を各ホーム待合室等の肱声音告に選択切

替を行う 操縦盤とが配置され， レコード演奏やラクオを受信 し

て肱声採に放声する装自主がある所もある。鉱声認はレフレッ ク

ストラ γベット 形が主として採用されている。とくにこの装置

でä怠しなければな らないことは周波数特性であって， 放送者

の原音を /d:'.突に再生するか否か， IlrJ く

ものに不快音が IlfJ えないか否かに注意

1. ~::;戸電話般の操縦世話 2 高戸電話慢の刷幅撚

して設計され， 保守されている。国鉄における設備数は約 1 ，500

組である。(馬場武)

こうせきしょう 効績章 日本固有鉄道行賞規程により ，総

裁から氷生i三勤続êl\'JJ絞者にJ受与されるもので， はい用方について

は * 鉄道顕ザ~:;主 と問機である。

この i'T 1'tは現行規程に改正されるまでは， これら氷年勤続刻J

級者以外国鉄の業務に関与し，と くに功絞のあった職員にも授

与された。

この 1'1' 1'1:は大正 2 ・ 11 鉄道院職員表彰規程が制定され， 翌年

2 ・ 11 第 l 回の表彰式を挙行して以来，大正 11 ・ 2 ・ 11 まで毎年 2 ・

11 に行われた。同年 10 ・ 1 4 の鉄道記念日に第 11 図の表彰が行

われて以米， 毎年 10 ・ 1 4 に 制 式

挙行される こととなり現在
I也 質 銀色金属

圏回
効/j'u;t表 効絞君主裂

大 き
さ縦 2.6cm

償 2 .2cm

鉄道機関車 蕊径 1.2cm
動輪の部 金色みがき仕上

A口J、 の 部 銀色なし地仕上

月続樹~の部 銀色みがき仕上

こうそくどし

に至っている。ただし行貨の該当者が重傷を負いもし くは危篤

に陥り，または退職する場合等によりその必要が生じたときは

そのつど表彰される。その形状および11~J式は上のとおりである。

ー」行1!。鉄道記念日。(斎藤操)

こうそうし伊 航送車 * 車両航送設備のある船舶に積込まれ

て送られる車両。わが国のような地勢では鉄道輸送に付締して

連絡船航路による輸送が必要である。現在国鉄の直営連総航路

は 6 航路であるが，そのう ち本州と北海道を結ぶ青森 ・ 函館間

航路， 本州と四国を結ぶ字!l1J ・ 高松間航路は， 重要な航路であ

り，日々の証li絡旅客 ・ 荷物も 多数往復している。この間連総船

航路にかきrって客車や貨車を鉄道から直接紛腹に積込み可能な

述絡船を配自白している。たとえば宇野に到着した四国行の車両

は，そのま ま宇野においてこの連絡船に積込み，高松に到着の

上は連絡紛から陸上げされ， それぞれ目的駅に巡ばれる。 すな

わちこの航路は，特別な船舶によってあたかも鉄道線路の役目

をしているのであって， この航送設備あ る船舶に積込まれて本

州対四国または本州対北海道と直送される車両のことを航送車

と称する。(古池義雄)

こうそうひん エ送品 機関区 I f.[t llï区 ， 気動車区， 寄与事 13: ，

貨111区，客}'f1Ii区など ， 1孟で 11工阿の修絡を行う場合に， 111尚の

部分品を取りはずして工場に送り ，工場はこれを修繕して(ま

たは新品を作って)区に送り返している。 このよう に区から工

場に部品 lJ日修のため送付する物品を工送品 とし 、し、 ， 工場から区

に返送するもの， 区からの諮求で送付する物品を区送り品 とい

う。

たと えばJI工輸タ イヤの形状がj挙耗のため変形した場合，正規

形状にするため， 車輸のみを取り外し工場に送付し，タイヤの

外周を削正するなどである。(石黒究)

乙うぞう ぶつせっけいじむしょ 構造物設計事務所 国鉄

の本社付属僚|鈎であり ， 鋼および特殊コンクリ ー ト構造物(建

築物を含む) ， 特殊軌道(分岐総務lを含む)等の設計 ・ 将軍造若手査

および設計指導， 椛造物等の設計に係る調査， 構造物等の規絡・

定規図等の作成を行 う機関である。昭和 32 ・ 6 ・ 1 施設局特殊設

計室が，施設局 と建設部の所掌~Jr務の再編成に伴な って ， 本社

付 属後関として分離し，構造物設計事務所と改称したものであ

る。東京都千代国区にある。所長のほか主任技姉活千人を泣い

ている。('1吉原正直)

こうそうり ょう きん 航送料金 青森 ・ 函館関および宇野 ・

高松間航路において旅客の申出によって， 貸切扱の客11正を連絡

船に搭載して運送する場合の料金をいう 。 航送料金は客111を航

送するために致ーする船舶の運行犯 と， 当該貸切卒の貸切j旅客の

航路旅客運賃から構成されている。青函航路および字高航路に

おいては貨物巡送の場合は， 自主換え手数の緩和， 貨物の荷いた

みの防止等のため，貨物を貨111に依載のまま船舶に積載するた

てまえを採っているが，旅客輸送のi場合は，列車による輸送は

航路の接続駅までとし，航路区間iにおいては，旅客自らが連絡

船の船室に采換えるこ と をたてまえ としている。貸切客111の航

送料金中には航路旅客運賃を包含して， べつに航路旅客運1'1: を

収受しないこ ととしている。なお現行 (32 ・ 4 ・ 1 ) 航送料金は， つ

ぎのとおりである。

青森 ・ 函館間 1 両 1 回につき 39，710 円

字!l1f . i吉i松問 問 11， 140 円 (平林喜三造)

こうそ くどし々 だんき 高速度遮断器 (英)high speed cirｭ

cuit breaker 回転変流儀，直流後等の整流子閃 (せん)絡， 水

銀盤沈滞の逆弧等の故障電流をきわめて迅速に遮断する目的に

使用され， 故障電流が発生してから遮断完了まで 0.018 秒程度
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